
2・3
Feb./Mar. 2022

The Young Women's Christian Association

12022 年 2 月 1 日

2021年度 神戸YWCA標語聖句　 希望をもって喜び、苦難を耐え忍び、たゆまず祈りなさい。（ローマの信徒への手紙12章12節）

YWCA（ワイ・ダブリュー・シー・エー /Young Women’s Christian Association）は、キリスト教を基盤に、世界中の女性が言語や
文化の壁を越えて力を合わせ、女性の社会参画を進め、人権や健康や環境が守られる平和な世界を実現する国際 NGO です。
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宮田 泰子（神戸 YWCA会員）

　神戸 YWCA は 2022 年 3 月をもって分室を貸主にお返
しし、4 月より分室の活動は二宮町の本館に移ることにな
りました。決して広くない本館にどれだけの物が入るのか
を心配しながらも、それぞれのグループでは移転の準備を
進めています。
　1995 年、阪神淡路大震災直後、上筒井通にあった神戸
YWCA では、全国の YWCA、ボランティアの方々などの
支援によって「救援センター」を置き、活動を始めました。
一被災者として、被災した街や人々との体験を通して私た
ちのなすべきことが与えられ、従来の事業が大きく変化し
ていきました。そして、「現場からの発想と視点」で地域
福祉活動が本格的にスタートしました。
　2001 年、神戸 YWCA は上筒井から現在の二宮町に移
転が決定。それと同時に幸い旧会館に近い坂口通の旧渡辺
小児科の建物を「分室」として使わせていただけることに
なり、地域に根ざした活動を継続することができました。
一人暮らしの高齢者への配食サービス「わいわいランチ」、

「わいわいデイルーム」、野宿したくない人が野宿しない
ですむように、野宿せざるを得ない人の人権が守られる
ように活動する「夜回り準備会」、ひきこもり防止と仲間
づくりのため市営住宅での「弓の木歌の集い」など、震
災を契機に生まれたグループが活動を始めました。また、
子育て支援の「ちゃいやあらんど」、会食サービスの「わ
いわい亭」、障がいをもつ子どもと親のための「そらとぶ
うさぎ」、介護予防を目的とした生きがい対応型デイサー
ビス「わいわいデイルーム」、地域の小学生対象の「理科
実験工作教室」、若年性認知症当事者と仲間たちの「カフェ
もぐもぐ」、地域のつどい場「木曜カフェ」などの新しい

グループも次々に誕生し、神戸 YWCA 分室は地域福祉の
拠点となっていきました。
　それぞれグループの活動は違っていても、分室は神戸
YWCA が目ざす「一人ひとりが大切にされる社会」の実
現という共通の思いによって存在していました。多くのボ
ランティアに支えられ、赤ちゃんから高齢者まで多世代の
人たちが集う賑やかな場所となりました。
　2020 年 12 月、貸主と契約更新について話し合いを始
めました。理事会で議論を重ねた結果、全ての事業と会員
活動を本館に集め、再出発することにしました。
　この 21 年間、分室の活動はたくさんの方々に育てられ、
地域の人々に生かされた年月でした。分室から本館までは
歩いても 20 分です。活動の拠点は本館に移りますが、分
室でのつながりがなくなるわけではありません。本館でも
より多くの人と出会い、新たな活動が生まれることを期待
します。
　神戸 YWCA のあゆみを考える時、そこにはいつも神様
の導きがあったように思います。そして、これからも神様
と人に喜ばれる地域福祉活動をめざして、祈りつつ始めた
いと願っています。

地域福祉の拠点
分室から本館へ
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　まごの手には 3 人の男性ヘルパー
がいる。いずれもベテランで、真面
目で利用者思いの優しい方々だ。私
はサービス提供責任者としてヘル
パー手配をしているのだが、新規で
ヘルパーが男性のときに限って、「男
性ヘルパーが行きます」と言ってし
まっている。女性のときと同じよ
うに、性については言わないように
しようかと思ったこともあるが、言

わずに手配して、い
ざヘルパーが現場に入ったときに

「男性は嫌だ、代えて」と利用者に
言われたらどうしよう、とつい思っ
てしまう。実際に、「男性に家事を
やってもらうのはちょっとねぇ…」
や、「男性と２人きりで過ごすのは
嫌だ」といった理由で断る利用者も
いるし、「女性がいいですね」と断
るケアマネジャーもいる。その一方

で、実際派遣した先の利用者
からは「親切で気軽に頼みや
すい」と喜んでもらっている。
　１対１、他の目が入らない

空間で仕事をするため、ヘルパーは
気遣いを要する職業である。「男性」

「女性」である故に貼られるレッテ
ルを抱えつつ、ヘルパーは利用者宅
を訪問している。そして私たちは、
利用者・ヘルパー双方に負担の少な
いサービス運営を、常に手探りで考
えている。

（まごの手職員・藤井 かえ子）

進捗報告会
　　　～新組織の振り返りとこれから

　今年度より「平和と人権センター」
のもと動き出した、3 つの委員会と 5
つのプロジェクト。「問い直し」がで
きる組織になっていきたいとの思いか
ら、会員全体で各プロジェクトの活
動を振り返る新組織進捗報告会を 11
月 27 日（土）に実施し、15 人が参
加しました。
　この会は、新組織体制の再確認、
活動報告、分室終了のお知らせの 3
部構成としました。
　活動報告では、3 回にわたって韓
国の民主化の歴史や現状の理解を深
めるプログラムを開催した「韓国市
民社会を知り、日本市民社会を考え
るプロジェクト」、生と死という難し
いテーマで茶話会を実施した「QOL
向上プロジェクト」、放射能被災下の
家族を迎えるセカンドハウスが西明

石から東灘へ移る等変化のあった「神
福のはしごプロジェクト」、ユースが
神戸 YWCA の活動に単発的に関わる
プログラムを企画した「旅人ユース
プロジェクト」、子どもたちによって
企画実施されたアナログゲーム大会
をサポートした「こどもいいんかい」
から、立ち上げの構想・成果が発表
されました。初めての試みの中、広
報のしかた、人や活動の力が分散し
ていること、が課題として挙げられ
ました。
　今後は、改めて神戸 YWCA のミッ
ションを会員全体で共有しながら、
実際に動き出したことで見えてきた
課題と向き合い、意義と楽しさを感
じられるような会員活動となるよう
に仕組みづくりを進めていきます。

（福田 百）

　くらしといのちの質を高める活動
をめざす「QOL 向上プロジェクト（環
境・暮らし委員会）」は、「生と死」
について 3 回シリーズで、12 月と
1 月に「オンライン茶話会」を開催
しました。夜の 19 時 30 分～ 20 時
30 分の 1 時間を、和やかに温かいひ
と時を過ごすことができました。
　第 1 回は、「この世に遺したいもの」
をテーマに 9 人でおしゃべり。参加
者の多くは「残すものはない」と。使
わなくなったものを使ってくれる人へ
譲り渡したり、ゴミを作り出さない、
という素敵なお話を聞くこともできま
した。第 2 回は、書籍『たましいの
ケア』の感想シェア会に 7 人が参加。
著者の藤井美和さんは、自身の病気体
験から感じたことを書かれていてとて
も迫力があり、感想会も実りあるもの
になりました。「遺された者には、先
立つ者からの感謝の言葉が支えや慰め
になるので、大切に伝えていきたい」
という感想が印象的でした。
　3 回目は、「最期のおやつ」をテー
マに1月28日に実施。 （金本 みつこ）

「生と死」を考えた
オンライン茶話会
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ジェンダーグループ

　私たちの中に潜む、刷り込ま
れた「女性」という意識。それ
に気づくことが互いを尊重でき
る社会につながるのではと考え
て活動している。
　2021 年度は元町映画館から
のメンバー参加もあって、映画
の感想シェア会をオンラインで
3 回催した。子どもの性的な扱
われ方を鋭く追及した『SNS—
少女たちの 10 日間』、韓国の女
性労働者の問題を扱った『サム
ジンカンパニー 1995』、そして
家事について改めて考えた『＜
主婦＞の学校』。各回、会員以外
からの参加者が多く、充実した
意見交換ができた。
　次年度も様々なジェンダーの
課題について考えていきたい。

（斎藤 明子）

　

日
本
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

発
行
の
２
０
２
１
年

４
月
号
に
「
神
戸
Ｙ

Ｗ
Ｃ
Ａ
１
０
０
年
の
歩
み
」
が
掲

載
さ
れ
た
の
を
読
み
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
る
と
、
丁
度
神
戸
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
が

創
立
50
年
を
迎
え
る
頃
に
、
私
は
東

京
か
ら
神
戸
上
筒
井
の
地
に
転
居
し

て
ご
縁
が
で
き
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

バ
ザ
ー
や
講
演
会
に
誘
わ
れ
ス
ト
ー

リ
ー
テ
リ
ン
グ
や
声
の
奉
仕
活
動
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
様
々

な
学
び
が
あ
り
、
会
員
活
動
を
通
し

て
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の
精
神
を
く
み
取
り
、

他
市
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の
方
々
や
日
本
Ｙ
Ｗ

Ｃ
Ａ
の
方
々
と
も
繋
が
り
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
神
戸
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

が
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
と
い
う
こ

と
は
、
気
が
つ
け
ば
私
も
50
年
共
に

活
動
に
関
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ま
た
阪
神
淡
路
大
震
災
の

と
き
は
、
各
地
の
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
関
係
の

方
々
に
も
ご
支
援
頂
け
た
し
、
炊
き

出
し
や
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
活
動
な
ど

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し

て
、
人
と
し
て
大
切
な
学
び
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
感
謝
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
日
本
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
企

画
の
沖
縄
や
広
島
の
旅
に
参
加
し
戦

時
中
の
悲
惨
さ
を
少
し
で
も
知
る
者

と
し
て
、
こ
の
平
和
な
世
界
が
い
つ

ま
で
も
続
く
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て

お
り
ま
す
。　
　
　

 　

 　
（
片
山 

恵
）

　12 月 18 日（土）、養蜂コンサル
タントの春井勝さんを招きお話を
伺った。参加者は会場 13 人、オン
ライン 5 人。
　「街なか養蜂」という聞き慣れない
ことばを『神戸 YWCA 機関紙 10・
11 月号』で初めて紹介した。人里離
れた山間部ではなく、あえて都会で
ミツバチを飼い蜂蜜を採ることのメ
リットについて書いてくださったが、
さらに、ミツバチの生態と植物との
関係、農薬の問題、蜂蜜の性質など
について、詳しく話してもらった。
巣箱を一定の場所に置き、周りで咲
く季節の花で蜜を集める都会の養蜂
は一見難しそうに思うが不可能では

ないことがわかり、都会での「田舎
暮らし」に希望が見えたような気が
した。
　蜜蝋に関心のある教会の方、山間
部でニホンミツバチを飼っているが
うまくいかないという方、アーバン
ファーミングに関心のある大学生な
ど、様々な参加者の質問にも詳しく
答えていただいた。また、観察用の
巣箱も登場し、ミツバチの様子を実
際に見ることができた。

（秋月 啓子）

わいわい食事会

　対面でのクリスマス集会を行うこ
とができませんでしたので、キリス
ト教基盤委員会で動画を作成し、12
月 20 日～ 25 日、YouTube 配信を
してお祝いをしました。

（イラスト・澤村 典子）

　12 月の例会を 12 月 17 日（金）
に分室で開き、17 人が集まりました。
最初に、キリスト教基盤委員会製作
の動画「みんなで祝うクリスマス」
を視聴。第 1 部のクリスマスメッセー
ジに続き、第 2 部では、神戸 YWCA
のグループが紹介され、初めて知る
仲間たちの活動風景に目を凝らし、
親しみと連帯感を覚えました。
　次に、橋本静子さんのピアノ伴奏
で、この日は讃美歌を歌い、クリス

マスを迎える喜びを共有することが
できました。
　メインの食事には、手づくりの唐
揚げや、神戸 YWCA 伝統のレシピで
作られたりんごケーキなどの差し入
れもあり、感謝していただきました。

（三浦 啓子）

みんなで祝う
クリスマス



4 2022 年 2 月 1 日発行所：公益財団法人神戸 YWCA　発行人：平山 芳子　　〒 651-0093 兵庫県神戸市中央区二宮町 1-12-10
　　　　tel. 078-231-6201　email. office@kobe.ywca.or.jp　https://www.kobe.ywca.or.jp/top/

保育園だより
　保育園の子どもたちは、自
分がやりたい遊びを納得する
まで遊び続けます。目線を床
まで下げて腹ばいになって車
を走らせている姿は、真剣そ
のものです。遮られたり、邪
魔されたりしても、したいこ
とをする自分を見守ってくれ
るのがわかっているので、安
心して過ごせているようです。

（園長・梅川 玲子）

運営委員会報告
　12 月 11 日、 第 10 回 運
営 委 員 会 開 催（ ハ イ ブ リ ッ
ド）、出席 6 人【報告】⃝日本
YWCA ⃝ LA ⃝理事会⃝各委
員会・グループの活動報告【議
事】⃝ 11 月 27 日組織進捗報
告会（振り返りと今後 ) ⃝日
本 YWCA 主催 運営委員のた
めのワークショップ⃝運営委
員会の 2021 年度活動報告と
2022 年 度 活 動 計 画⃝ 2021
年度定期会員集会⃝今後のス
ケジュール確認
　1 月 8 日、 第 11 回 運 営 委
員会開催（ハイブリッド）、出
席 7 人【報告】⃝日本 YWCA
⃝ LA ⃝理事会⃝各委員会・グ
ループの活動報告【議事】⃝
2021 年度定期会員集会（組
織進捗状況からの提案）⃝運
営委員会 2021 年度活動報告
と 2022 年度活動計画

（書記・岩切 幸子）

理事会報告
　12 月 18 日、第 6 回理事会
開催。出席理事 7 人、監事 2
人。検証委員会設立の件を協
議承認。2022 年度財政回復
のための事業方針の件を協議、
次回継続審議となった。

（総幹事・西本 玲子）

「ハロウィン」

● カフェもぐもぐ
若年性認知症の人と仲間たちのカフェ。
2 月 5 日（土）、3 月 5 日（土）10 時 30 分〜 13 時
参加費　700 円（食事付）
要予約、詳細はお問い合わせください。

● わいわいデイルーム
（神戸市地域拠点型一般介護予防事業）

毎週火曜日、10 時〜 15 時
利用についてはお近くのあんしんすこやかセン
ターにご相談ください。

神戸YWCA分室
神戸市中央区坂口通 5-2-16　  tel. 078-221-5111

分室

● 木曜カフェ
2 月 10 日（木）、24 日（木）14 時〜 15 時 30 分
レコードで懐かしい音楽を聴きながらほっこり 
しませんか？（1 ドリンク 100 円〜）
＊食料品の販売はありません。

● ちゃいやあらんど
ママと子どもたち（0 歳〜幼稚園前）のグループ。
2 月 16 日（水）11 時〜 14 時 30 分
参加費　300 円（お茶・お菓子付き）

＊新型コロナウイルスの影響により、予定が変更されることがあります。

学院だより
　月 2 回月曜日にプライベー
トで、岩﨑講師によるピアノ
と発声・歌唱レッスンを行っ
ている。声を出すためにまず
顔や頭の筋肉をほぐす。表情
も大切。身体も楽器のひとつ
なんだ、と実感する。
（文化教養コース・秋月 啓子）

まごの手だより
　まごの手の訪問介護は、介
護予防や生活援助を大切にし
ている。地域には独居高齢者
が多い。専門性を持ったサー
ビス提供責任者とヘルパーが、
重度化を予防し、人生 100 年
時代の高齢者の地域生活を支
えている。
　一方、会員ボランティア主
体の助け合い活動「生活支援
わいわい」は 5 月に施行開始
してから、掃除、庭木の手入れ、
外出同行等、これまで 5 人が
利用、8 人がサービス提供を
行い、計 13 回稼働した。ニー
ズはある。
　居住支援は、1 月 22 日に「第
3 回居住支援フォーラム」を
開催した。地域包括ケアの土
台となるのが住まいの問題で
あり、地域との連携が必要だ。
　これらピースを合わせ、社
会の情勢を踏まえて、新たな
まごの手ビジョンを構築する
時期を迎えている。

（所長・寺内 真子）

神戸YWCA分室 
「感謝の会」

20 年来、地域福祉活動の
拠点であった神戸 YWCA
分室が 2022 年３月末に
閉館します。ささやかで
すが感謝の会を行いますの
で、どうぞご参加ください。
日時：3月19日（土） 
　　　11:00 ～ 11:30 
場所：神戸 YWCA 分室
内容：思い出のスピーチ・
花束贈呈など
＊コロナ禍のため、当日
は飲食などはありません。

第 102 回 神戸 YWCA 定期会員集会
　今回は対面での実施を予定しています。オンラインで
の参加もご希望があれば受け付けますので、出欠ハガキ
にてお申し出ください。

【プログラム】
１ 理事会報告
２ 議事
  (1) 2021 年度活動報告・会計報告
  (2) 2022 年度活動計画案・予算案
  (3) 運営委員・指名委員選出

3 月 12 日（土）
10:00 〜 12:30

神戸 YWCA 会館
5 階チャペル

賛助員
岩崎 妙子　岩村 義雄
釜田 睦子　　　　 　（敬称略 )

編集後記
　次々と変化していくウイル
ス。ウイルスと共にある私た
ちの生活はどう変わっていく
のだろうか。　　　　  （H・N）

	 	 	

	 	
世界祈祷日2022
日時　3月4日（金）
　　　13:30 ～ 15:00　
主題	「イングランド、ウェールズ、
北アイルランドからのメッセージ〜	
わたしは、あなたたちのために立て
た計画をよく心に留めている」
開催方法　日本基督教団神戸聖愛教会から
　　　　　YouTube 配信
　https://youtu.be/U11dTxNu1nE
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